
 

 小
しよう

学
がく

３年
ねん

生
せい

のたけし君
くん

は、同
おな

じクラスのまさる君
くん

を殴
なぐ

ってしまいました。

「やーい、めがね猿
ざる

」とからかわれたからです。たけし君
くん

は生
う

まれつき目
め

が悪
わる

く

ていつもメガネをかけています。まさる君
くん

は「痛
いた

いよー」と泣
な

き出
だ

しました。 

 家
いえ

に帰
かえ

って、お母
かあ

さんに話
はな

しました。 

「たけしの気
き

持
も

ちはよく分
わ

かるわ。でも殴
なぐ

ってはいけない。メガネをかけなけれ

ばお友
とも

達
だち

の顔
かお

も黒
こく

板
ばん

の字
じ

もはっきり見
み

えないことを、まさる君
くん

に話
はな

したらき

っと分
わ

かってくれるよ」とお母
かあ

さん。 

「でもまさる君
くん

とは話
はな

したくない」とたけし君
くん

。 

「たけしのつらい気
き

持
も

ちもまさる君
くん

を殴
なぐ

ったことも、イエス様
さま

はよくご存
ぞん

知
じ

なん

だよ。まさる君
くん

を殴
なぐ

ったことを、イエス様
さま

にもまさる君
くん

にも 謝
あやま

ってね」とお母
かあ

さんは優
やさ

しく言
い

いました。 

そうか、僕
ぼく

の気
き

持
も

ちをイエス様
さま

はご存知
ぞ ん じ

なんだ。 

「イエス様
さま

ごめんなさい」 たけし君
くん

はつぶやきました。 

明
あ

日
す

、学
がつ

校
こう

に行
い

ったら「殴
なぐ

ったりしてごめんね。これからも仲
なか

良
よ

くしようね」とま

さる君
くん

に 謝
あやま

ろうと思
おも

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

聖
せい

句
く

 

 

 「私
わたし

があなたがたを愛
あい

したように、互
たが

いに愛
あい

し合
あ

いなさい」 

ヨハネによる福
ふく

音
いん

書
しよ

 １５ 章
しよう

 １２節
せつ

 


